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今月の一枚

町ホームページでも写真や動

画で行事などを掲載しています

ので、ぜひご覧ください。

－まちのわだい－K u n n e p p u  T o p i c sK u n n e p p u  T o p i c s

ま
ち
の

わ
だ
い

ま
ち
の

わ
だ
い

１月 26 日、27 日に札幌市で開かれた全道農業者青

年大会のプロジェクト発表で訓子府町４Ｈクラブが優

秀賞を受賞し、２月１日に発表者の細川琢未さんら会

員４人が役場を訪れ、菊池町長に報告しました。

綿製の下着のパンツを使い、土壌の健康状態を分析

したユニークな実験の結果について、審査員から「関

係機関と連携しながら、今後も継続して取り組んでい

けると良い」と助言を受け、「実験を継続して土壌分

析に取り組んでいく」と抱負を話していました。

訓子府町４Ｈクラブ優秀賞受賞

町の素敵な瞬間を紹介しています。

今月はわくわく園「豆まき」です。

アート・タウン・プロジェクトの一環として粘土で

牛の置物を作るワークショップが２月 12 日、13 日に

町公民館で行われ、各日５人の計 10 人が参加しまし

た。

参加者は武蔵野美術大学の学生５人と職員の指導を

受けながら、作業を行い、「焼いて絵づけし、完成が

楽しみ」と話していました。

粘土でウシをつくろう

８月に開催予定だった「音楽の広場」は、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため延期し、

１月 29 日に町公民館で開かれました。

出演団体は、訓子府高等学校吹奏楽部、訓子

府小学校スクールバンド、訓子府中学校吹奏楽

部、オニオン吹奏楽部の４団体で、会場を訪れ

た方たちは美しい音色を楽しんでいました。

第48回音楽の広場を開催

訓子府町の姉妹まち・高知県津野町から小学６年生４

人の交換留学生と引率の津野町教育委員会教育次長補佐

の伊藤雅代さんが２月４日に来町しました。

来町したのは、葉山小学校の高橋晃
こ う き

季さん、竹下虎
こ た ろ う

太朗

さん、山﨑絆
ほ の は

桜さん、久保浦雪
ゆ き な

菜さんです。

児童たちは訓子府の冬の一大イベント「さむさむまつ

り」に参加したり、スキー場でそり滑りなど冬の寒さを

体験。受け入れ家庭から訓子府小学校、居武士小学校に

通い、授業や遊びを通して町民の皆さんとの交流を深め、

たくさんの思い出を胸に９日に離町しました。

姉妹まち・津野町から交換留学生

訓小と居小で一日入学

新１年生を対象にした一日入学が２月 14

日、訓子府小学校と居武士小学校で行われま

した。

訓小では１年生と、居小では１、２年生と

一緒に工作やぬりえなどを通して交流しなが

ら、４月から始まる小学校での生活に、期待

に胸を膨らませていました。

入学式は、各小学校ともに４月６日に行わ

れます。

第 19 回オホーツク玉入れ選手権大会が３年ぶり

に２月 12 日、町スポーツセンターで開かれ、訓子

府町内をはじめ北見市や美幌町、また今年は、「く

んねっぷ・アート・タウン・プロジェクト」の一環

で訓子府を訪れていた武蔵野美術大学（東京）の学

生５人と職員も参加して大会を盛り上げ、一般８

チームが熱戦を繰り広げました。

一般の部では「サックＪＡＰＡＮ２軍」が初優勝

し、９月に和寒町で開催される「全日本玉入れ選手

権」への出場権を獲得しました。

オホーツク玉入れ選手権大会 熱戦を繰り広げる


